
本年累計 22人 4件

現在 前年同期 26人 12件

番
号

災害発生年月日 業種
性
別

年
齢

事故の型 起因物

1 平成19年1月10日 道路貨物運送業 男
50
歳
代

崩壊･倒
壊

荷

2 平成19年2月17日 土木工事業 女
40
歳
代

激突され トラック

3 平成19年2月22日 金属製品製造業 男
60
歳
代

飛来・落
下

玉掛用具

4 平成19年2月24日 非鉄金属製品製造業 男
30
歳
代

はさま
れ・巻き
込まれ

動力運搬
機

5 平成19年3月26日 製鋼圧延業 男
50
歳
代

はさま
れ・巻き
込まれ

軌道装置

平成19年死亡災害

平成２０年１月１０日現在

災害の概要

建設用鋼材をトレーラーで運送し、配送先の工場において荷下ろしのために
シート外し等の作業を一人で行っていた際、鋼材が崩れ下敷きになった。

内交通事
故

会社の敷地内でポンプ車に残ったコンクリートを一輪車で運んでいたとこ
ろ、駐車するためバックし始めたポンプ車にひかれた。

天井クレーン２台を使用して円筒形の鉄製品を反転させていた時、片方のス
リングベルトが切断しつり荷が落下した。

アルミホイール工場内でスクラップ用溶解炉を担当していた作業者が、搬送
用のバケット底部から頭を入れて詰まったスクラップを取り除こうとして、
開閉扉に首を挟まれた。

自動台車の上に乗せてある切粉を回収する容器の交換作業において、こぼれ
た切粉を容器に戻すため、台車を止めずに支柱をまたいで台車に乗ろうとし
た際、支柱と台車との間に上半身を挟まれた。
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平成19年死亡災害

平成２０年１月１０日現在

災害の概要

内交通事
故

6 平成19年3月16日 警備業 男
60
歳
代

交通事故 乗用車

7 平成19年4月19日 木造家屋建築工事業 男
70
歳
代

墜落・転
落

屋根

8 平成19年5月21日 その他の事業 男
40
歳
代

墜落・転
落

建築物・
構築物

9 平成19年6月11日 橋梁建設工事業 男
50
歳
代

転倒
移動式ク
レーン

10 平成19年7月16日 電気通信工事業 男
20
歳
代

感電
送配電線

等

４ｔトラックに積まれた型枠パネルの束(重さ１ｔ）２束を、つり上げ荷重２．９
３ｔの小型移動式クレーンを使用し荷降ろし中、小型移動式クレーンのアウトリ
ガーの張り出しが不十分な状態で、１束を降ろし２束目を下ろそうとしたところ、
小型移動式クレーンが転倒しクレーン操作者がパネルと小型移動式クレーンの間に
はさまれた。また、玉掛け作業者が逃げる際に肩を打撲した。

建物３階屋上に設置してある、空調用冷却塔(クーリングタワー)の清掃作業
時に、約８ｍ下の２階踊り場(パラペット)に墜落した。

木造家屋の解体工事において、家屋の屋根（高さ２．２ｍ）の上で、瓦の撤
去作業中、足を滑らせ地上に落下した。

工事現場の警備業務に従事するため乗用車で県道を走行中、スピードの出し
すぎにより路面の起伏にハンドルをとられ、ガードレールに激突、横転し、
助手席に乗っていた労働者が死亡した。

電柱に設置されている柱上変圧器（6000V～200Vへ変圧）の取替工事におい
て、変圧器入り側リード線の結線作業を高所作業車を使用して行っていたと
ころ、被災者の左肘が活線状態の高圧引下げ線（6000Ｖ）に触れ感電した。
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内交通事
故

11 平成19年7月18日
自動車・同付属品製

造業
男

50
歳
代

崩壊・倒
壊

木材、竹
材

12 平成19年7月26日 道路建設工事業 男
50
歳
代

激突され
掘削用機

械

13 平成19年6月25日 その他の事業 男
30
歳
代

高温・低
温のもの
との接触

高温・低
温環境

14 平成19年8月25日 造船業 男
50
歳
代

感電
アーク溶
接装置

15 平成19年8月28日
その他の輸送用機械
等製造業

男
50
歳
代

はさま
れ・巻き
込まれ

その他の
金属加工
用機械

４ｔトラックにて、美祢市から岡山県まで製品を運搬し、帰社途中の災害発
生場所において、トラック荷台上でコンパネに頚部を圧迫された状態で死亡
しているところを、捜索中の高速警察隊により発見された。

市道工事現場において、バックホウを使用し路床整形を行っているとき、後
進するバックホウの進路上で、転圧機を使用し路面整形を行っていた被災者
が、バックホウに轢かれた。

地籍調査測量中、測量地点にてポールを保持する作業を行い、他の測量地点
へ移動中姿が見えなくなったため同僚が探したところ、牧草用地内に倒れて
いるのを発見された。

建造中の貨物船の船橋楼上の甲板において、アーク溶接機のホルダー延長ケーブル
の接続部の金具を素手で握った状態で倒れているところを発見された。発見時、延
長ケーブルが接続されたアーク溶接機の電源が入っておりケーブルに大きな損傷が
あったこと、被災者の傍らに絶縁用ビニールテープ、クリッパー及びカッターナイ
フがあったことから、損傷したケーブルの補修中に感電したものと推定される。

自転車用変速ギヤの部品となるギヤ枠をショットブラストにて研磨する工程におい
て、ショットブラストへ材料を投入するためのバケットローダーが起動し、ショッ
トブラストの材料投入口とバケットローダーの間に挟まれた。



本年累計 22人 4件

現在 前年同期 26人 12件

番
号

災害発生年月日 業種
性
別

年
齢

事故の型 起因物

平成19年死亡災害

平成２０年１月１０日現在
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内交通事
故

16 平成19年9月18日 橋梁建設工事業 男
50
歳
代

倒壊・崩
壊

クレーン

17 平成19年9月6日 警備業 男
50
歳
代

高温・低
温のもの
との接触

高温・低
温環境

18 平成19年9月28日 その他の建築工事業 男
30
歳
代

墜落・転
落

屋根

19 平成19年10月29日 木造家屋建築工事業 男
60
歳
代

墜落・転
落

その他の
仮設物・
建築物・
構築物

20 平成19年11月19日 その他の事業 男
60
歳
代

交通事故 トラック

トラックを運転し鮮魚を運搬していたところ、道路脇から突然、鹿が出てきたので
ハンドルを切り避けようとした際、走行車線のガードレールに接触し、対向車線の
ガードレールに衝突してトラックが走行不能となった。被災者は、トラックから降
り状況を確認していたところ、対向車線を走ってきた大型トラックが被災者のト
ラックに衝突。その弾みで被災者のトラックが被災者を跳ね被災した。。

橋梁整備工事現場において、ケーブルエレクション直吊り工法を用い上弦ト
ラス橋を建設中、片方の門型鉄塔が倒壊し、トラス組作業を行っていた作業
員４名が谷底へ墜落し、１名が死亡、３名が重軽傷をおったもの。

道路工事の警備作業中、体調不良を訴え休憩していたが、意識がもうろうと
していたため、救急車を要請し病院に搬送し治療を受けていたが、翌日、心
不全により死亡したもの。

２階屋根の上で野地板を打っていた被災者が、足を踏み外し４．２５ｍ下の
道路上に転落した。

木造家屋解体工事現場で、グラップルによりトタン屋根を解体する作業の監
視を、農道において行っていた被災者が、農道上で倒れているところを発見
された。
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内交通事
故

21 平成19年11月1日 一般貨物自動車運送業 男
20
歳
代

交通事故 トラック

22 平成19年12月13日 ハイヤー・タクシー業 男
50
歳
代

交通事故 乗用車
下松市生野屋の国道２号下り線において、空車でタクシーを運転中、植樹帯
と歩道を乗り越え転覆した。

１０ｔトラックを運転し走行中、緩やかな左カーブの道で自車が走行車線を
はみ出し、対向車線を走っていた４ｔトラックと正面衝突した。


